
四
六

覚
鍵
の
受
茶
羅
思
想
に
与
え
た
安
然
教
学
の
影
響

問
題
の
所
在

興
教
大
師
覚
鍵
(
一

O
九
五
1
二
四
三
・
以
下
覚
銀
)
の
量
茶
羅
観
は
『
圃
H

a界
墨
書
維
略
恥
』
(
一
巻
・
以
下
『
剖

2
略
釈
』
)
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
が
、

『副

Ha略
釈
』
の
内
容
を
基
に
、
覚
鍵
の
両
部
憂
茶
羅
思
想
を
考
察
し
た
小
峰

弥
彦
氏
は
、
覚
鍵
の
皇
茶
羅
思
想
の
背
景
思
想
に
は
、
総
じ
て
伝
空
海
(
七
七

四
i
八
三
五
)
撰
の
寸
『
秘
蔵
記
』
並
ぴ
に
『
大
日
経
疏
』
が
大
き
く
賦
与
し

②
 

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
ず
、
胎
蔵
界
量
茶
羅
で
あ
る
が
、
第
一
に
覚
鍵
は
、
胎
蔵
界
量
茶
羅
を

「
胎
蔵
界
」
と
称
し
、
こ
れ
を
「
理
量
茶
羅
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
理
量
茶
羅
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
既
に
『
秘
蔵
記
』
に
、
「
胎
蔵
者
理
也
。

③
 

金
剛
者
智
也
。
L

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
秘
蔵
記
』
と
の
関
わ
り
を
考
慮
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
と
し
て
は
、
覚
鍵
が
胎
蔵
界
蔓
茶
羅
を

四
種
法
身
説
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
こ
れ
も
『
秘
蔵
記
』
に

於
い
て
、
中
台
の
見
直
遮
那
を
法
身
、
四
仏
を
応
身
、
釈
迦
を
化
身
、
外
金
剛

部
の
龍
鬼
等
を
等
流
身
と
い
う
よ
う
に
、
鳥
文
茶
羅
を
四
種
身
に
よ
っ
て
解
釈
し

大

谷

裕

欣

④
 

て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
或
い
は
別
の
箇
所
で
は
、
四
種

量
茶
羅
及
び
三
種
世
間
は
六
大
能
生
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
上
で
「
能
生
下
随

類
形
諸
法
与
ニ
法
相
-
諸
仏
与
ニ
声
聞
-
救
世
因
縁
覚
鞍
勇
菩
薩
衆
主
及
仁
尊

⑤
 

亦
然
衆
生
器
世
間
次
第
而
成
立
生
住
等
諸
法
常
恒
知
ν
是
生
」
の
十
句
の

諦
を
掲
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
「
諸
法
・
法
相
」
の
一
旬
を
自
性
身
、
「
諸
仏
」

を
受
用
身
、
声
聞
よ
り
仁
尊
を
変
化
身
、
「
衆
生
」
の
二
字
を
等
流
身
に
そ
れ

ぞ
れ
配
当
す
る
内
容
も
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
小
峰
氏
は
、
「
覚

鍵
の
四
種
身
の
配
当
と
、
『
秘
蔵
記
』
の
配
当
と
が
若
干
こ
と
な
る
見
解
も
な

さ
れ
て
い
る
が
、
胎
蔵
量
茶
羅
を
四
種
身
説
で
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で

し
か
も
量
茶
羅
を
四
種
身
説
で
見
る
考
え
が
寸
少
な
く
と
も

『
秘
蔵
記
』
以
降
、
胎
蔵
量
茶
羅
解
釈
の
基
本
と
し
て
す
で
に
で
き
て
い
た
と

考
え
た
い
」
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
「
(
『
秘
蔵
記
』
が
)
覚
鍵
の
呈
茶
羅
解
釈

主
3
Q
」
と
し
、

に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
第
三
と
し
て
は
、
『

a
d略
釈
』
に
み
ら
れ
る
次
の
記
述
が
、
『
大
日

経
疏
』
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
た
め
、
『
大
日
経
疏
』
そ
の
も

の
が
、
覚
鍵
の
胎
蔵
界
蔓
茶
羅
理
解
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。



①
得
ニ
胎
蔵
名
-
者
、
寄
ユ
蓮
華
-
顕
ν
之
、
大
日
如
米
本
地
浄
心
、
即
事
ム
H

具
体
。
四
仏
四
菩
薩
醍
醐
果
徳
、
如
ニ
衆
実
倶
成
」
十
世
界
徴
塵
数
金
剛

密
慧
差
別
智
印
之
金
剛
手
等
、
猶
如
ニ
華
葉
」
三
乗
六
道
無
量
応
身
之
二

乗
人
天
等
、
猶
如
ニ
根
・
茎
・
条
・
葉
発
揮
相
間
」
如
ν
是
衆
徳
輪
円
周
備

故
名
二
塁
本
小
羅
-
也
。
②
受
茶
羅
者
、
党
語
也
。
此
云
ニ
輪
円
具
足
J

亦
名
ニ

発
生
諸
仏
」
十
方
三
世
諸
仏
・
菩
薩
・
賢
聖
・
金
剛
天
等
、
皆
悉
従
ニ
大

云
二
発
生
諸
仏
」
或
云
ヱ
無
比
味
、

日
心
地
-
発
生
、
集
二
聖
衆
一
顕
現
故
、

加
熱
上
過
味
一
如
ニ
衆
昧
中
醍
醐
第
二
此
員
茶
羅
、
亦
復
如
ν
是
。
③
以
ニ

大
日
如
来
加
持
力
-
故
、
徒
ニ
仏
菩
薩
自
証
徳
一
現
ニ
八
葉
中
胎
蔵
身
J

従
ニ

金
剛
智
印
一
現
ニ
第
一
重
金
剛
子
等
、
諸
内
春
属
J

従
ニ
大
悲
高
行
波
羅
蜜

門
一
現
ニ
第
二
重
摩
詞
薩
唾
大
谷
属
」
従
ニ
並
同
門
方
便
一
現
コ
第
三
重
一
切

衆
生
、
喜
見
随
類
之
身
J

以
二
輪
王
濯
項
-
方
ν
之
、
第
三
重
如
コ
万
国
君
長
J

第
二
重
如
ニ
朝
廷
百
挟
」
第
一
重
加
ニ
宗
枝
内
弼
」
中
台
如
ニ
垂
扶
之
君
J

(
同
興
教
大
師
全
集
』
巻
上
・
三

O
七
l
三
O
八

右
の
文
の
う
ち
、
①
と
③
は
共
に
『
大
日
経
疏
』
巻
三
「
入
呈
茶
羅
具
縁
真
言

口
問
第
二
L

か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
『
大
日
経
疏
』
の
原
文
は
、
①
↓
③
と
文
章

⑥
 

が
続
い
て
い
る
が
、
覚
鍵
は
そ
の
中
間
に
同
じ
く
『
大
日
経
疏
』
巻
四
の
取
意

⑦
 

と
考
え
ら
れ
る
②
の
文
を
挿
入
す
る
形
で
、
胎
蔵
界
受
茶
羅
を
解
説
し
て
い
る

と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
『
大
日
経
疏
』
か
ら
の
引
用
を
受
け
て
氏
は

「
換
言
す
れ
ば
『
大
日
経
疏
』

の
説
が
そ
の
ま
ま
、
覚
鍵
の
胎
蔵
量
茶
羅
理
解

の
基
本
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

次

「
胎
蔵
界
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
が

金
剛
界
周
囲
又
茶
羅
に
つ
い
て
氏
は

党
鍍
の
且
叉
茶
羅
思
想
に
与
、
え
た
安
然
教
学
の
影
響

四
種
身
説
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
特
に

'H性
身
に
つ
い
て
は

「
大
日
如
来
は
自
性
身
で
あ
る
と
明
言
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
『
副
H

Z

司
略
釈
』
全

体
か
ら
考
え
て
み
る
と
大
日
如
来
を
自
性
身
に
配
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
」
と

し
、
さ
ら
に
五
窓
怒
身
、

五
大
菩
薩
を
五
仏
に
配
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ

も
、
次
に
一
不
す
『
秘
蔵
記
』
の
内
容
を
根
拠
と
し
て
、
「
そ
の
影
響
の
大
き
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

五
部
定
ニ
母
主
一
如
何
。
昆
慮
遮
那
仏
郎
、
十
点
。
淑
故
鈍
…
ν
母
。
阿
間
金
剛
部
、
王
。
金

剛
波
雑
輩
出
付
ν
時
。
宝
生
宝
部
主
。
山
五
波
肌
富
山
付
ν
川
・
。
鉱
山
量
寿
越
前
中
部
主
。
法
波
叫
融
資
為
ν

件
。
不
空
成
就
潟
際
部
主
。
鶏
磨
波
羅
蜜
為
レ
時
也
。
日
疋
則
拠
下
回
波
羅
蜜
出
ニ
生
四

仏
-
之
義
上
所
ν
立
之
文
也
。
拠
ニ
宗
心
一
有
下
回
仏
互
出
コ
生
四
波
羅
蜜
一
之
義
日

何
故
日
ν
不
レ
得
。
答

然
則
得
ニ
四
波
羅
蜜
為
ν
主
四
仏
為
p

母
或
日
不
ν
得

四
仏
為
ν
慧
。
定
則
女
、
慧
則
男
。
是
故
不
レ
得
ニ

日
。
四
波
羅
蜜
為
ν
定、

四
波
羅
蜜
為
ν
主、

四
仏
為
p

母
。
・
:
中
略
・
:
三
部
定
ニ
母
主
一
如
何
。
仏
部

金
輪
仏
頂
為
ν
主
。
虚
空
眼
為
ν
母
。
又
一
子
仏
限
イ

蓮
華
部
馬
頭
観
音
為
ν
主
。
伴
陀
縦
尼
縛

字
氾
u
厄
臼
衣
観
音
也
。
此
為
ν
母
。
金
剛
部
金
剛
手
為
ν
主
。
又
ぷ
一
-
三
世
勝
金
剛
-
忙
陛
舶
胡
為
ν

町
。
建
ニ
立
三
部
-
時
、
宝
部
・
掲
磨
部
何
摂
耶
。

二
部
別
宝
部
、
調
磨

部
相
摂
。
(
『
弘
法
大
師
全
集
』
二
・
三
九

1
四
O
)

ま
た
、
松
崎
恵
水
氏
も
『
筑
・
賓
略
釈
』
の
内
容
か
ら
同
じ
く
覚
鎮
の
両
部
量
茶

羅
思
想
を
考
察
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
覚
銀
は
「
両
部
大
経
あ
る
い
は
空
海
の

教
学
を
そ
の
根
本
的
立
脚
点
と
し
な
が
ら
そ
の
徹
底
化
を
図
」
っ
た
と
指
摘
し

⑧
 

て
お
り
、
赤
松
祐
道
氏
も
「
覚
鍵
聖
人
が
弘
法
大
師
の
著
作
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
っ
て
い
た
か
も
覚
鍵
聖
人
の
教
学
思
想
を
考
え
る
上
で
必
要
と
な
る
」
と

四
七



⑨
 

述
べ
、
空
海
教
学
と
の
関
連
性
か
ら
量
茶
羅
思
想
を
考
察
す
べ
き
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

一
方
、
苫
米
地
誠
一
氏
は
、
覚
鎮
の
教
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
覚
鎮
の
著
作

を
網
羅
的
に
検
討
し
、
そ
の
特
色
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
覚
銀
は
、

基
本
的
に
は
空
海
の
法
身
説
法
を
継
承
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
台
密
教
学
か
ら

の
影
響
が
強
い
と
し
、
中
で
も
五
大
院
安
然
(
八
四
一

1
九
一
五
?
・
以
下
安

然
)
の
『
教
時
義
』
に
て
展
開
さ
れ
て
い
る
四
一
教
判
を
摂
取
し
、
東
台
両
密

⑩
 

を
融
合
さ
せ
た
立
場
を
と
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
覚
鎮
の
墨
茶
羅
観
が
、
『
秘
蔵
記
』
や
『
大
日
経
疏
』

を
起
点
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
小
峰
氏
の
見
解
の
妥
当
性
を
検
討
し
、

覚
鍵
の
畳
茶
羅
観
及
ぴ
、
諸
尊
統
合
の
理
論
は
、
安
然
説
か
ら
の
影
響
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

『
創
刊
賓
略
釈
』
に
於
け
る
覚
鍍
の
八
大
法
身
及
ぴ
胎
蔵

界
呈
茶
羅
理
解

ま
ず
、
小
峰
氏
の
指
摘
に
倣
い
『
創
刊
を
略
釈
』
所
説
の
胎
蔵
界
憂
茶
羅
を
纏
め

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

【『副

Ha略
釈
』
に
於
け
る
胎
蔵
界
量
茶
羅
観
】

中
台
八
葉
院
(
大
日
尊
の
八
大
法
身
)

中
央
大
日
如
来
H
大
日
清
浄
法
身
の
理

東
方
宝
櫨
仏
H
菩
提
心
門

四
八

南
方
開
敷
仏
H
菩
提
行
門

西
方
阿
弥
陀
仏
日
菩
提
智
慧
門

北
方
天
鼓
雷
音
仏
日
入
浬
繋
門

普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
弥
勅
↓
加
来
の
因
行
、
四
智
↓
果
徳
:
:
:
四
智
・

四
行
H
八
大
法
身

初
重

遍
知
院
・
・
・
・
・
・
仏
の
衆
徳
荘
厳
・
・
・
法
身
の
徳

持
明
院
・
・
・
・
・
・
持
明
使
者

金蓮知知
剛華来来
部部部部
|I I I 

占
受
用
身

観
音
院
・
・
・
・
・
・
仏
の
大
悲
三
昧
・
・
・
解
脱
の
徳

金
剛
院
・
・
・
・
・
・
仏
の
大
慧
の
用
・
・
・
般
若
の
徳

二
重

殊
・
・
・
・
・
・
仏
の
智
徳

文除
蓋
陣
尊
:
・
仏
の
福
徳

重

虚
空
蔵
尊
・
・
・
仏
の
無
尽
荘
厳

迦
:
:
:
現
世
の
主

、
見
化
身

す
流
身

他
受
用
身

釈六
道
凡
夫
等

こ
の
よ
う
に
覚
鍵
は
、
中
台
八
葉
を
中
心
と
し
、
こ
れ
を
三
重
の
構
造
に
よ
っ

て
取
り
囲
む
量
茶
羅
を
構
築
し
て
お
り
、
さ
ら
に
初
重
の
四
院
に
つ
い
て
は
自

受
用
身
、
二
重
の
文
殊
・
除
蓋
障
・
虚
空
蔵
を
他
受
用
身
、
第
三
重
の
釈
迦
を

変
化
身
、
六
道
凡
夫
を
等
流
身
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
残
る
中
台

八
葉
院
は
自
ず
と
、
自
性
身
・
法
身
に
規
定
さ
れ
よ
う
。

小
峰
氏
は
右
の
構
図
の
背
景
思
想
を
『
秘
蔵
記
』
に
求
め
て
い
た
。
た
し
か

に
、
小
峰
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
胎
蔵
界
量
茶
羅
を
四
種
身
に
解
釈
し
、
そ
の



中
の
中
台
八
葉
を
自
性
身
・
法
身
と
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
秘
蔵
記
』

の
内
容
と
合
致
す
る
所
で
は
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
中
台
八
葉
院
の
八
尊
と

は
、
『
大
日
経
疏
』
巻
二

O
「
喝
累
日
間
」
を
み
る
と
、

金
剛
手
者
即
日
疋
大
日
如
来
、
観
世
音
者
亦
是
大
日
如
来
、
文
殊
師
利
者
亦

是
大
日
加
来
、
乃
至
鬼
神
・
八
部
一
一
亦
有
ニ
此
義
」
亦
即
是
成
ニ
大
日
如

来
一
体
雌
ニ
是
一
一
而
義
各
異
。
所
以
瑞
伽
中
云
見
虚
遮
那
言
。
我
即
是
文

殊
観
音
等
。
我
即
是
天
。
即
是
人
。
即
是
鬼
神
。
即
日
疋
龍
鳥
。
如
ν
日
疋
等

無
ν
不
ニ
即
是
-
者
。
由
ニ
此
義
-
也
0

・
:
中
略
:
・
又
観
音
・
文
殊
・
普
賢
・

弥
勅
巳
在
ニ
八
葉
中
」
即
大
日
如
来
大
法
身
也
。
為
ν
度
レ
人
故
漸
出
ニ
丁
丁
外
」

故
次
図
中
復
有
ニ
文
殊
観
音
等
」
以
ν
類
可
ν
解
也
。
又
云
。
如
二
八
葉
中
普

賢
一
日
疋
菩
提
心
、
文
殊
是
慧
、
弥
勅
日
疋
悲
。
此
菩
提
心
即
是
大
日
加
来
。

不
下
離
ニ
大
日
如
来
-
有
中
菩
提
心
上
也
。
大
慧
即
日
疋
大
日
如
来
。
不
下
離
ニ
此

大
日
如
来
-
別
有
歩
慧
也
。
悲
即
日
疋
大
日
如
来
。
不
下
離
ニ
於
大
日
如
来
一
別

有
歩
悲
也
。
当
ν
知
準
レ
此
説
ν
之
万
徳
皆
爾
。
猶
知
-
一
天
台
法
身
・
般
若
・

解
脱
義
ザ
『
『
大
正
蔵
』
三
九
・
七
八
八
下
)

と
い
う
よ
う
に
、
中
尊
の
法
身
大
日
加
来
の
徳
を
標
峨
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
八
尊
が
法
身
と
規
定
さ
れ
る
の
は
賛
言
を
要
し
な
い
。
し
か
し
覚
鍵
は

そ
し
て
覚

鍵
が
こ
こ
で
八
大
法
身
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
、
根
本
的
な
問
題
が
あ

中
台
八
葉
の
法
身
を
、
敢
え
て
「
八
大
法
身
」
と
規
定
し
て
お
り
、

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
覚
鍵
の
八
大
法
身
理
解
に
つ
い
て
以
下
、

具
体
的
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
『
割
引
司
略
釈
』
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
説
か

れ
て
い
る
。

党
鎮
の
受
茶
羅
思
想
に
与
え
た
安
然
教
学
の
影
響

八
葉
是
大
日
尊
八
大
法
身
。
中
方
大
日
清
浄
法
身
現
。
東
方
宝
噛
仏
、
是

菩
提
心
門
仏
。
南
方
開
敷
仏
、
是
菩
提
行
門
仏
。
西
方
阿
弥
陀
仏
、
是
菩

提
智
慧
門
仏
。
北
方
天
鼓
雷
音
仏
、
是
入
浬
般
市
門
仏
。
安
ニ
住
諸
子
於
秘

密
蔵
中
一
我
亦
住
レ
中
入
ニ
浬
般
翌
日
疋
利
生
円
満
義
。
機
縁
薪
尽
、
応
化
火

滅
。
即
是
義
也
。
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
弥
勅
如
来
因
行
。
四
智
是
果
徳

也
。
四
智
四
行
、
日
疋
名
-
二
八
大
法
身
-
也
。
第
一
重
上
方
遍
知
院
等
、
是
法

身
徳
。
南
方
金
剛
子
院
等
、
日
疋
般
若
徳
。
北
方
観
自
在
院
等
、
是
解
脱
徳
。

第
二
重
等
覚
以
還
、
法
身
菩
薩
、
知
ニ
文
殊
・
除
蓋
陣
・
地
蔵
・
虚
空
蔵

四
菩
薩
-
是
其
路
也
、
第
三
重
是
変
化
生
身
、
如
三
文
殊
生
ニ
南
方
多
羅
爽

楽
等
-
也
。
(
『
奥
教
大
師
全
集
』
上
・
三

O
九
)

⑪
 

こ
の
よ
う
に
覚
鍵
は
、
中
台
八
葉
院
の
諸
尊
で
あ
る
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
弥

勤
の
四
因
行
と
、
そ
の
果
徳
で
あ
る
四
智
、
す
な
わ
ち
宝
瞳
仏
、
開
敷
華
王
仏
、

⑫
 

阿
弥
陀
仏
、
天
鼓
雷
音
仏
を
総
じ
て
八
大
法
身
と
解
釈
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
覚
鍵
は
、
自
身
の
仏
身
論
を
形
成
す
る
上
で
「
六
大
法
身
」
や

⑬
 

「
五
種
法
身
」
と
い
っ
た
、
多
種
多
様
な
法
身
観
を
展
開
さ
せ
た
学
匠
で
あ
る

た
め
、
中
台
八
葉
の
諸
尊
を
八
大
法
身
と
理
解
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
さ
ほ
ど

違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
中

台
八
葉
の
諸
尊
を
「
八
大
法
身
L

と
明
言
す
る
の
は
極
め
て
稀
な
事
例
で
あ
り
、

そ
し
て
少
な
く
と
も
こ
れ
は
、
覚
銀
独
自
の
解
釈
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
予

め
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

で
は
、
覚
銀
以
前
の
段
階
に
於
い
て
、
中
台
八
葉
の
諸
尊
を
八
大
法
身
と
表

現
し
た
具
体
例
は
一
体
、

如
何
な
る
文
献
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
九



そ
こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
の
が
、
小
野
僧
正
仁
海
(
九
五
一

1
一
O
四
六
・

以
下
仁
海
)
の
『
八
法
身
記
』
で
あ
る
。
題
名
か
ら
判
断
す
る
に
本
書
は
、
正

し
く
件
の
八
大
法
身
に
つ
い
て
言
及
し
た
書
物
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
写

そ
の
所
在
は
確
認
で
き
な
い
。
そ

本
が
現
流
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

う
な
る
と
、
仁
海
の
八
大
法
身
観
を
辿
る
方
法
が
な
い
の
か
と
い
え
ば
決
し
て

がそ
一つ
部で
は
現な
存く
し
て幸

るな

そと
れに
がそ
『の
~主主内
子茶容

主羅を

抄窺

で知
ある
るこ
。と

本の
書で
奥き
書⑪る
に著
は作

小
野
僧
正
御
手
跡
本
在
北
院
云

i

仁
安
二
年
十
一
月
十
三
日
於
理
趣
院
書
了

範
呆

二
交
了

(
『
大
正
図
像
L

一
・
二

O
九
下
)

と
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
期
の
輝
濠

(
?
1
一
八
二
八
i
?
)
撰
『
現
図
星
茶
羅

略
要
』
(
天
地
二
巻
)
天
巻
、
仁
海
の
皇
茶
羅
に
関
す
る
著
作
目
録
を
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
『
八
法
身
記
』
と
『
利
子
主
抄
』
が
岡
本
異
名
の
関
係
に
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

一
。
『
量
茶
羅
抄
』

巻

仁
海
述
。
元
日
市
付
法
。
釈
書
問
。

本
朝
四
卜
九

一
。
『
両
界
諸
尊
抄
』

巻

同
作

一
。
『
両
界
図
』

巻

同
作

一
。
『
三
部
量
茶
羅
抄
』

巻

|司
作

一
。
『
八
法
身
記
』
亦
云
エ
『
受
茶
維
抄
」

同
作

(
『
統
真
言
宗
全
書
』
二
四
「
呈
茶
羅
部
」
・
一
八

O
下

ま
た
、
謙
順
(
一
七
四

0
1
一
八
一
二
)
編
『
諸
宗
章
疏
録
』
巻
三
「
真
言

五
O 

⑬
 

宗
」
・
「
仁
海
」
の
項
に
も
、
同
様
の
記
載
が
確
認
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で

は
輝
浬
や
謙
順
の
指
摘
に
倣
い
、
『
八
法
身
記
』
と
『
只
キ
主
抄
』
を
同
一
の

文
献
と
見
な
し
た
上
で
、
『
H
H
Z
Y
Z

抄
』
か
ら
仁
海
の
八
法
身
観
を
探
っ
て
み

た
い
。
『
H
H
S
Y
Z

抄
』
の
冒
頭
で
は
、
八
法
身
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

、ー、，
O

L

」
大
日
八
法
身
、
為
ν
度
ν
人
故
漸
、
出
外
。
次
、
以
ν
類
可
ν
解
ν
之

執
金
剛
対
ニ
智
慧
門
司
降
伏
方
便
。
普
賢
対
ニ
如
、
法
身
門
-
寂
息
方
便
。
観

音
対
ユ
蓮
華
門
」
増
益
方
便
。
無
量
不
思
議
妙
用
摂
方
ニ
在
其
中
-

遍
知
印
法
身
徳
、
南
金
剛
手
般
若
徳
、
北
観
自
在
解
脱
徳
、
第
二
重
等
党卒

以
還
法
身
菩
薩
。
第
三
重
変
化
生
身
。
一
切
仏
心
名
-
遍
智
印
J

五
輪
句

塔

婆

噌

T

宍
口
、
火
輪
三
角
為
ニ
仏
心
」
其
壇
円
形
有
ニ
八
点
」
一
切
衆
生
此
相
応

故
。
肉
心
八
分
為
ニ
三
角
火
輪
ベ
此
仏
心
遍
知
ニ
諸
法
」
心
王
大
日
成
ニ
等

正
覚
-
時
、
一
切
心
数
入
二
金
剛
界
一
成
ニ
智
印
」
諸
執
金
剛
一
向
仏
智
印
。

定
慧
兼
ニ
慈
悲
」
如
ニ
蓮
出
p

水
。
名
ニ
蓮
華
手
」
第
二
重
東
金
色
世
界
文
殊綱相

表
ニ
仏
智
徳
ベ
南
除
蓋
陣
表
ニ
仏
断
徳
」
西
虚
空
蔵
表
ニ
荘
厳
」
第
三
重
町

迦る
日
程
世
界
主
故
偏
為
二
其
主
一

(
『
大
正
図
像
』
一
・
二

O
五
上
)

仁
海
は
、
前
掲
『
大
日
経
疏
』

の
「
大
日
如
来
の
大
法
身
」
を
「
八
法
身
L

と

八
法
身
が
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
い
、
八
法
身
の
う
ち
の
執
金
剛
は

降
伏
、
普
賢
は
寂
息
、
観
音
は
増
益
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
さ
れ
る
、
無
量
に
し
て

不
可
思
議
な
る
諸
菩
薩
の
妙
用
が
余
す
と
こ
ろ
無
く
摂
在
さ
れ
る
旨
を
明
か
し

理
解
し
、

て
い
る
。
そ
し
て
、

胎
蔵
界
霊
茶
羅
の
中
台
八
葉
院
の
諸
尊
と
、
第
一
重
の
遍

知
院
、
及
び
第
二
重
、
第
三
重
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
関
係
と
、

そ
の
功
徳
に
つ
い



の
説
で
は
中
台
八
葉
の
五
仏
と
、

て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
仁
海
と
覚
鍵
の
両
説
を
比
較
し
て
み
る
と
、
仁
海

四
菩
薩
の
う
ち
の
弥
勅
菩
薩
に
関
す
る
言
及

が
み
ら
れ
な
い
が
、
遍
知
院
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
は
見
事
に
合
致
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
右
の
比
較
検
討
の
結
果
を
承
け
て
、
覚
鍵
が
仁
海
の
説
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
た
と
断
言
す
る
の
は
此
一
一
か
早
急
で
あ
り
、
し
か
も
仁
海
の
「
八
法

身
」
の
解
釈
、

ひ
い
て
は
、

『
円
『
予
主
抄
』
そ
の
も
の
が
実
は
問
題
を
苧
む
文

献
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
暫
く
八
大
法
身
の
思
想
的
淵
源
を
探
っ
て
ゆ
く
と
、
実
は
こ
れ
が

安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
三
寸
三
摩
地
門
行
相
」
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、

な
お
か
つ
仁
海
、
及
び
覚
鐸
の
説
は
他
な
ら
ぬ
、
安
然
の
八
大
法
身
理
解
そ
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
煩
を
厭
わ
ず
、
仁

海
、
覚
鍵
、
安
然
の
三
師
の
内
容
を
対
照
さ
せ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
仁
海
と
安

然
説
を
対
応
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
尚
、
『
利
子
主
抄
』
の
原
文
は

本
来
一
連
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
対
照
上
、
区
切
っ
た
形
で
掲
載
し
て
お

O
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
三

『
抄
記
』
一
戸
。
観
音
・
文
殊
・
普
賢
・

弥
勅
己
在
二
八
葉
中
」
即
大
日
如
来
大

法
身
也
。
為
ν
度
ν
人
故
漸
漸
出
コ
子
外
↓

故
次
図
中
復
有
=
殊
・
観
音
等
」
以
ν
類

可
ν
解
也
云
五
。
又
『
義
釈
』
云
。
執
金

剛
対
ニ
金
剛
智
慧
門
-
降
伏
方
使
、
普
賢

対
ニ
如
如
法
身
門
-
寂
災
方
使
、
観
音
対
ニ

蓮
華
三
昧
門
-
増
益
方
便
。
挙
ニ
此
三
点
-

。
『
什
ベ
キ
主
抄
』

大
日
八
法
身
、
為
レ
度
ν
人
故
漸
、
出
外
。

次
、
以
ν
類
可
ν
解
ν
之

用蓮対執

努z荷私自
ニー。司対
在 {去ニ地3も益身智
中 -iJ門慧
ノJ - 門
促寂ー
。息、降
無方伏
量便方
不。便
思観
議音普
妙対賢

党
鍵
の
円
史
茶
緑
思
想
に
与
え
た
小
突
然
教
学
の
影
響

則
無
量
不
思
妙
用
皆
己
摂
二
在
其
中
団
云

云
。
岡
国
。
八
葉
是
大
日
尊
八
大
法

身
。
第
一
重
上
方
遍
知
印
等
是
法
身

徳
、
南
方
金
剛
手
等
是
般
若
徳
、
南
方

観
自
在
等
是
解
脱
徳
。
如
ニ
『
浬
繋
経
』

云
」
三
徳
秘
密
蔵
中
安
ニ
置
一
切
衆
生
」

我
亦
自
安
ニ
住
其
中
-
取
広
文
即
日
疋
仏
地

三
徳
秘
蔵
五
五
第
二
重
是
等
覚
以
還
身

菩
薩
。
如
ニ
文
殊
等
四
法
王
子
皆
是
其

流
-
五
五
。
第
三
重
是
変
化
生
身
。
如
三

文
殊
生
ニ
南
天
多
羅

十
洛
等
-
也
云
五
問
。
且
約
二
部
主
一
何
故

名
ニ
遍
知
印
」
乃
至
何
故
名
ニ
八
方
天
護

方
神
-
耶
。
答
。
悶
困
。
一
切
仏
心
名
ニ

遍
知
印
4

五
輪
率
都
婆
塔
火
輪
三
角
以

為
二
仏
心
4

其
壇
円
形
。
固
有
ニ
八
点
」

一
切
衆
生
亦
与
ν
此
相
応
。
故
肉
心
八

分
以
為
=
=
一
角
火
輸
4

以
ニ
此
仏
心
目
遍

知
=
諸
法
-
名
ニ
正
遍
知
二
心
主
毘
慮
遮

那
成
ニ
正
等
覚
-
時
、
一
切
心
数
莫
ν
不下

入
ヱ
此
金
剛
界
中
-
変
成
中
智
印
民
約
二
菩

提
義
」
則
有
ニ
無
量
智
印
差
別
J

約
二
仏

陀
義
一
則
有
ニ
無
量
持
知
目
印
一
者
。
身
口

意
密
速
疾
無
凝
。
手
持
二
金
剛
-
故
名
二

金
剛
手
一
二
諸
執
金
剛
一
向
是
仏
智
印
。

今
蓮
華
尊
義
兼
ユ
定
慧
-
又
兼
ニ
慈
悲
4

無
累
解
脱
如
ニ
蓮
出
予
水
。
為
ν
表
ユ
此
義
-

手
持
ニ
蓮
華
」
故
名
ニ
蓮
華
手
二
一
一
第
二

重
中
、
東
方
金
色
世
界
文
殊
以
表
ニ

遍
知
印
法
身
徳
、
南
金
剛
手
般
若
徳
、

北
観
自
在
解
脱
徳
、

第
二
重
等
覚
以
遠
法
身
菩
議
。

第
三
重
変
化
生
身
。

卒

熔

婆

一
切
仏
心
名
ニ
遍
智
印
J

五
輪
判
、
下
司
、

口
、
火
輪
三
角
為
ニ
仏
心
J

其
壇
円
形

有
ニ
八
点
J

一
切
衆
生
此
相
応
故
。
肉

心
八
分
為
ニ
三
角
火
輪
J

此
仏
心
遍
知
コ

諸
法
J

心
玉
大
日
成
二
等
正
覚
-
時
、

人
二
金
剛
界
-
成
ニ
知
日
印
」

一
切
心
数

諸
執
金
剛
一
向
仏
智
印
。
定
慧
兼
ニ
慈

悲
」
如
ユ
蓮
出
p

水
。
名
二
蓮
華
子
」

第
二
重
東
金
色
世
界
文
殊
表
ニ
仏
智
徳
J

五



分
仏
智
徳
一
回
南
方
世
界
除
蓋
障
尊

以
表
ニ
分
仏
断
徳
一
五
北
方
世
界
地
蔵

菩
薩
以
表
分
仏
福
徳
六
西
方
世
界
虚
空

蔵
尊
以
表
二
分
仏
荘
厳
-
七
第
三
重
中
釈

迦
是
此
世
界
主
。
故
偏
為
ニ
其
主
↓

(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五
O
七
上
1
中
)

南
除
蓋
陣
表
ニ
仏
断
徳
」

西
虚
空
蔵
表
ニ
荘
厳
」

釈

迦

第
三
重
町
る
是
世
界
主
故
偏
為
ニ
其
主
-

(
『
大
正
凶
像
』
一
・
二
O
五
上
)

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
断
片
的
に
で
は
あ
る
も
の
の
、
仁
海
は
『
菩
提
心
義

抄
』
を
踏
襲
し
て
い
旬
、
」
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
覚
鍵
と
安
然
の
説
を

比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
が
、
覚
鍵
は
、
仁
海
の
説
を
依
用
し
た
と

れ
る
の
で
あ
る
。

い
う
よ
り
も
、
安
然
説
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
窺
知
さ

O
「
菩
提
心
義
抄
』
巻
三

岡
国
。
八
葉
是
大
日
尊
八
大
法
身
。

第
一
重
上
方
遍
知
印
等
是
法
身
徳
、
南

方
金
剛
手
等
是
般
若
徳
、
南
方
観
自
在

等
是
解
脱
徳
。
如
ニ
『
浬
般
市
経
』
五

三
徳
秘
密
蔵
中
安
=
置
一
切
衆
生
」
我

亦
自
安
ニ
住
其
中
-
取
怠
文
即
是
仏
地
三

徳
秘
蔵
五
云
第
二
重
是
等
覚
以
還
身
菩

薩
。
如
ニ
文
殊
等
四
法
王
子
皆
是
其
流
-

云
云
。
第
三
重
是
変
化
生
身
。
如
三
文
殊

生
ニ
南
天
多
羅
落
等
一
也
云
五

(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五
O
七
上
)

O
『
烈
を
略
釈
』

八
葉
是
大
日
尊
八
大
法
身
。
中
方
大
日

清
浄
法
身
理
。
東
方
宝
櫨
仏
是
菩
提
心

門
仏
。
南
方
開
敷
仏
、
是
菩
提
行
門
仏
。

西
方
阿
弥
陀
仏
、
日
疋
菩
提
智
慧
門
仏
。

北
方
天
鼓
雷
音
仏
、
是
入
浬
紫
門
仏
。

安
ニ
住
諸
子
於
秘
密
蔵
中
J

我
亦
住
ν
中

入
ニ
浬
繋
」
是
利
生
円
満
義
。
機
縁
薪

尽
、
応
化
火
滅
。
即
是
義
也
。
普
賢
・

文
殊
・
観
音
・
弥
勅
知
来
因
行
。
聞
知
日

是
果
徳
也
。
四
智
四
行
、
是
名
ユ
八
大

法
身
-
也
。
第
一
室
上
方
遍
知
院
等
、

是
法
身
徳
。
南
方
金
剛
手
院
等
、
固
定
般

若
徳
。
北
方
観
自
在
院
等
、
是
解
脱
徳
。

第
二
重
等
覚
以
還
、
法
身
韓
国
薩
、
如
ニ

五

文
殊
・
除
蓋
障
・
地
蔵
・
虚
空
蔵
四
菩

薩
-
是
其
路
也
、
第
三
重
是
変
化
生
身
、

如
ヱ
文
殊
。
生
南
方
多
羅
緊
楽
等
-
也
。

(
『
輿
教
大
師
会
集
』
上
・
三
O
九
)

こ
の
よ
う
に
安
然
は
、
第
一
重
の
遍
知
院
に
つ
い
て
は
『
大
日
経
疏
』
所
説
の

上
方
は
「
法
身
の
徳
」
、
南
方
の
金
剛
手
院
は
「
般
若

天
台
の
三
徳
に
倣
い
、

の
徳
」
、
北
方
の
観
音
院
は
「
解
脱
の
徳
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当

し
、
そ
し
て
第
二
重
、
第
三
重
は
変
化
身
、
等
流
身
と
見
し
て
い
る
。
尚
、

『
菩
提
心
義
抄
』
で
は
、
観
音
院
が
金
剛
手
院
と
同
じ
く
南
方
に
配
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
北
方
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
中
台
八

葉
の
諸
尊
を
「
八
大
法
身
」
と
定
義
し
た
の
は
、
「
私
に
云
く
」
と
あ
る
よ
う

に
、
安
然
教
学
に
於
い
て
初
め
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
覚
鎮
の
中
台
八
葉
観
、
及
び
胎
蔵
界
呈
茶
羅
の
三
重
構
造
は
、

『
秘
蔵
記
』
で
は
な
く
安
然
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
謂
わ
ね
ば
な
ら
な

し、
。

ま
た
、
右
の
対
照
に
て
付
し
た
『
烈
・
賓
略
釈
』

の
波
線
部
の
箇
所
に
関
し
て

も
、
こ
れ
は
同
じ
く
安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
L

巻
五
コ
灯
願
門
余
問
答
」
の
内

容
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

私
云
。
見
慮
遮
那
有
二
四
種
身
」
宥
ニ
『
瑞
蹴
経
』
一
互
金
剛
界
遍
照
如
米

国
疋
自
性
身
。
若
ニ
『
分
別
聖
位
三
二
種
受
用
身
。
昆
虚
遮
那
日
疋
二
受
用
身
。

若
ニ
『
摂
真
実
経
』
一
互
見
虚
遮
那
示
ニ
現
化
身
-
来
二
至
釈
迦
菩
提
道
場
J

又
『
義
訣
』
一
五
。
龍
樹
先
持
ニ
諦
田
比
虚
合
那
真
言
一
感
下
得
現
ニ
其
真
身
-
為



説
持
中
念
法
日
日
疋
変
化
身
。
若
ニ
『
略
出
経
』
一
互
毘
虚
遮
那
天
等
来
ν
会

者
是
等
流
身
一
五
一
五
。
大
日
宗
云
。
方
便
為
ニ
究
寛
-
名
ニ
大
自
尊
4

『
金
剛

頂
』
云
。
清
浄
法
身
名
ニ
毘
庫
遮
那
4

畳
非
二
一
仏
内
証
・
外
化
二
義
二
五
云
。

『
党
号
札
機
』
一
五
:
・
中
略
:
・
此
云
ニ
不
動
如
来
」
旧
云
ニ
阿
閑
毘
-
也
。
今
随
ニ

旧
訳
一
亦
一
子
阿
悶
J
:
・
中
略
:
・
。
大
日
宗
云
。
東
方
宝
瞳
仏
調
菩
提
心

猶
軍
瞳
旗
。
金
剛
頂
宗
云
東
方
是
菩
提
心
故
。
以
エ
大
菩
提
心
不
動
之
義
-

名
ニ
不
動
仏
」
宣
非
二
仏
異
名
一
云
一
五
。
『
党
号
札
機
』
云
。
・
:
中
略
・
:
此

云
ニ
宝
生
加
来
」
『
金
光
明
』
云
南
方
宝
相
。
新
訳
『
経
』
云
三
宝
瞳
J

・:

中
略
:
・
大
目
宗
云
。
菩
提
行
義
名
ニ
義
一
・
開
敷
4

『
金
剛
頂
L

云
。
福
徳
荘
厳

緊
義
名
エ
室
生
仏
↓
如
ニ
『
菩
提
心
論
L
4

能
含
ニ
無
量
珍
宝
三
摩
地
4

量
非
エ

菩
提
普
提
行
即
福
徳
葉
一
一
宮
云
。
『
究
号
礼
憤
』
一
五
:
・
中
略
:
・
大
田
宗
云
。

証
書
提
義
名
ニ
無
量
寿
4

「
金
剛
頂
」
云
。
受
用
智
慧
門
義
名
ニ
阿
弥
陀
4

所
ν
吾
一
同
証
菩
提
、
受
用
種
子
一
仏
明
失
。
『
党
号
礼
惜
』
云
・
:
中
略
:
・
此
云
エ

不
空
成
就
如
来
」
『
三
摩
地
礼
餓
』
云
。
釈
迦
牟
尼
仏
此
云
ニ
能
寂
」
『
疏
』

云
。
釈
迦
牟
尼
仏
日
疋
不
空
成
就
仏
異
名
也
。
『
金
光
明
』
云
北
方
微
妙
声

仏
。
大
目
宗
云
。
北
方
天
鼓
雷
音
仏
。
・
:
中
略
・
:
大
日
宗
云
。
入
浬
築
義

名
ニ
天
鼓
音
寸
『
金
剛
頂
』
云
。
大
精
進
門
名
ニ
不
空
成
就
ベ
又
云
ニ
変
化
身
↓

名
ニ
釈
迦
牟
尼
寸
如
下
守
浬
繋
経
』
安
二
住
諸
子
秘
密
蔵
中
-
我
亦
住
ν
中
入
中

大
浬
繋
日
故
知
。
入
浬
繋
是
利
生
満
義
。
諸
経
所
ν
説
機
縁
薪
尽
、
応
化

火
滅
即
是
義
也
。
若
爾
鼓
音
妙
声
不
空
釈
迦
。
宣
非
二
仏
四
名
六
五
云
。

(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五
五
二
上
1
下
)

安
然
は
こ
こ
で
五
仏
の
異
名
、
及
ぴ
そ
れ
ぞ
れ
の
教
理
内
容
を
諸
経
論
か
ら
の

党
銀
の
受
茶
緩
思
想
に
与
、
え
た
安
然
教
学
の
影
響

引
用
に
よ
っ
て
併
説
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
安
然
が
「
大
日
宗
云
く
L

も
し
く
は
「
金
剛
宗
、
金
側
項
に
云
く
」
と
し
て
解
釈
す
る
部
分
と
、
『
烈
賓

略
釈
』
に
於
け
る
覚
鍵
の
説
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
。
特
に
北
方
の
天

鼓
雷
音
仏
に
つ
い
て
、
覚
鍵
は
出
拠
を
明
か
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
『
浬
繋

経
』
か
ら
の
引
用
部
分
も
含
め
、
す
べ
て
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
読

み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
覚
鎮
は
三
身
一
体
の
仏
身
観
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
烈

-
賓
略
釈
』
を
さ
ら
に
み
て
み
る
と
、
覚
鍵
の
仏
身
観
に
は
、
同
じ
く
安
然
の

『
教
時
義
』
巻
一
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

O
『
教
時
義
』
巻
一

問
、
諸
経
論
説
仏
得
ニ
三
身
」
謂
法
如

如
、
知
日
如
如
是
名
ニ
法
身
」
十
地
究
克

顕
ニ
得
報
身
一
白
受
法
楽
名
ニ
白
受
用
身
寸

為
ニ
諸
菩
薩
-
他
受
法
楽
名
ニ
他
受
用
身
」

随
-
兼
生
感
一
処
処
一
不
現
名
ニ
変
化
身
J

.・・中略・・・

胎
蔵
界
会
中
台
八
葉
名
コ
自
性
身
J

三

部
春
日
刷
白
受
用
身
、
第
二
重
中
諸
大
心

衆
他
受
用
身
、
第
三
重
釈
迦
仏
等
名
二

変
化
身
J

九
界
脊
属
名
ニ
等
流
身
」

・・・中嶋・・・

諸
経
論
中
名
ニ
法
如
知
、
知
回
如
如
法
身
」

大
日
如
来
自
以
=
身
-
更
受
ニ
法
楽
-
諸
経

論
中
名
二
白
受
用
身
J

大
日
知
来
以
二
此

諸
身
-
令
三
諸
具
惑
菩
薩
見
受
=
法
楽
-
諸

O
『副
H
d略
釈
』

凡
仏
得
ニ
三
身
一
謂
法
知
如
、
知
日
如
如
、

是
名
ニ
法
身
J

十
地
内
九
覚
、
顕
-
一
得
報
身
一

白
受
法
楽
、
名
ニ
自
受
用
身
」
為
ニ
普
賢

等
諸
菩
薩
一
他
受
法
楽
、
名
ニ
他
受
用

身
」
随
三
衆
生
感
一
処
処
示
現
、
名
ニ
変

化
身
J

胎
蔵
界
中
台
八
葉
、
名
ニ
自
性
法
身
」

三
部
血
管
属
、
是
自
受
用
身
。
第
二
重
中
、

諸
大
心
衆
、
即
他
受
用
身
。
第
三
重
釈

迦
仏
、
名
コ
変
化
身
J

一
子
六
道
凡
聖
等
J

名
ニ
等
流
身
」
大
日
知
来
、
内
証
二
此
等

諸
身
一
諸
経
論
中
、
名
ニ
法
如
如
・
知
日
如
如
・

法
身
仏
」
大
日
如
来
、
自
以
ニ
此
諸
身
-

受
ニ
法
楽
一
諸
経
論
中
、
名
ニ
自
受
用
身
」

大
日
如
来
、
以
ニ
此
諸
身
一
令
三
諸
具
戒

百.



論
中
名
ニ
他
受
用
身
J

大
日
如
来
以
ニ
此

諸
身
一
随
ニ
諸
九
夫
所
感
-
普
現
諸
経
論

中
名
ニ
応
化
身
」
如
レ
此
三
身
大
日
一
体
。

(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
三
八
二
上
1
中
)

主
ロ
薩
受
ニ
法
楽
J

名
ニ
他
受
用
身
J

大
日

如
来
、
以
ニ
此
諸
身
一
随
コ
諸
凡
夫
所
感
一

並
日
現
諸
経
論
中
、
名
ニ
応
化
身
」
如
ν
此

三
身
、
大
日
一
体
也
。

(
『
興
教
大
師
全
集
』
上
・
三
一
一

1
コ二

一一)

右
の
内
容
か
ら
、
『
剥
・
苛
略
釈
』
に
於
い
て
覚
鎖
は
、
『
教
時
義
』
で
の
「
問

い
」
に
該
当
す
る
部
分
も
含
め
て
自
身
の
仏
身
観
を
構
築
し
て
お
り
、
特
に
中

台
・
第
二
重
・
第
三
重
の
三
層
に
よ
る
胎
蔵
界
の
構
成
に
つ
い
て
は
、

『
菩
提

心
義
抄
』
と
『
教
時
義
』
の
二
つ
の
内
容
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
但
し
安
然
の
場
合
、
三
身
と
大
日
の
一
体
に
つ
い
て
は
続
け
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

故
『
絹
索
経
』
説
。
三
身
一
体
皆
平
等
毘
虚
遮
郎
自
性
身
。
『
金
剛
仙
論
』

云
。
聞
ν
三
而
て
即
レ
一
而
三
。
言
ν
三
不
ν
傷
ニ
其
一
一
言
二
不
ν
壊
ニ
其

一二
J

関
凶
闘
困
。
性
得
三
困
一
体
三
名
。
故
成
ニ
修
得
三
因
一
体
三
名
-

能
顕
コ
仏
果
三
身
一
体
三
名
乃
至
三
身
-
非
ニ
生
現
生
一
非
ニ
滅
現
減
」
此
義

亦
与
ニ
此
宗
意
-
向
。
(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
三
八
二
中
)

⑫
 

安
然
は
『
不
空
嶺
索
経
』
や
『
金
剛
仙
詳
細
』
所
説
の
三
身
一
体
説
を
理
論
的
根

拠
と
し
、

さ
ら
に
は
「
天
台
宗
に
云
く
:
・
」
と
い
う
よ
う
に
、

天
台
教
学
と
の

天
台
教
義
と
の
等
質
性

を
一
不
す
部
分
か
ら
の
引
用
は
控
え
て
い
る
も
の
の
、
「
如
ν
此
三
身
、
大
日
一
体

也
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
然
の
三
身
一
体
説
を
継
承
し
て
い
る
こ

同
等
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
覚
鍵
は
、

と
は
明
白
で
あ
り
、

か
つ
ま
た
覚
鍵
の
仏
身
観
に
は
結
果
的
に
、

天
台
教
学
の

五
四

影
響
も
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
覚
鎮
の
胎
蔵
界
理
解
は
、
安
然
説
の
影
響
下
で
構
築
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
量
茶
羅
思
想
を
安
然
説
か
ら
暗
に

把
捉
し
よ
う
と
し
た
仁
海
の
態
度
に
つ
い
て
は
、

初
期
の
東
密
教
団
、
特
に
観

賢
(
八
五
三
i
九
二
五
)
以
降
、
済
退
(
一

O
二
五
1
一
一
一
五
)
に
至
る
ま
で

の
教
学
形
成
の
一
端
を
窺
い
知
る
意
味
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
仁
海
の
説

を
、
こ
う
い
っ
た
日
本
密
教
に
於
け
る
両
部
受
茶
羅
思
想
の
形
成
期
の
一
説
と

し
て
把
捉
し
て
お
く
必
要
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

金
剛
界
蔓
茶
羅
解
釈
と
二
輪
身
説

こ
の
よ
う
に
、
覚
鎮
の
胎
蔵
界
量
茶
羅
思
想
は
安
然
教
学
を
敷
街
す
る
形
で

形
成
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
一
方
の
金
剛
界
量
茶
羅
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
小
峰
氏
の
見
解
か
ら
次
の
よ
う
な
構
図
と
な
る
。

【
『
副
州
安
略
釈
』
に
於
け
る
金
剛
界
呈
茶
羅
観
】

金
剛
界
H
五
智

大
日
如
来
・
・
・
・
・
・
仏
部

阿
閑
仏
・
・
・
・
・
・
・
・
・
金
剛
部
菩
提
心
門

自
受
用
身

宝
生
仏
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宝
部
福
徳
門

無
量
寿
仏
・
・
・
・
・
・
蓮
華
部
受
用
智
慧
門

不
空
成
就
仏
・
・
・
掲
磨
部
大
精
進
門

賢
劫
十
六
尊
・
千
仏

他
受
用
身



十
天

等
流
身

大
日
如
来
の
変
化
身
↓
転
法
輪
菩
薩
・
不
動
明
王

阿
閑
仏
の
変
化
身
↓
普
賢
菩
薩
・
降
三
世
尊

宝
生
仏
の
変
化
身
↓
虚
空
蔵
菩
薩
・
箪
茶
利

阿
弥
陀
仏
の
変
化
身
↓
文
殊
師
利
・
大
威
徳
尊

釈
迦
仏
の
変
化
身
↓
金
剛
夜
叉
明
王

五
仏
の
変
化
身

↓
五
大
力
菩
薩
・
四
大
天
王
・
五
万
龍
神

ま
ず
、
大
日
如
来
と
四
仏
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
筑
を
略
釈
』
を
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

胎
蔵
界
説
二
三
部
諸
尊
J

仏
部
・
蓮
華
部
・
金
剛
部
。
此
金
剛
部
、
説
ニ
五

部
諸
尊
」
大
日
如
来
浄
妙
法
身
、
聞
仏
部
也
。
阿
悶
仏
、
金
剛
部
菩
提
心

門
仏
。
宝
生
仏
、
即
宝
部
福
徳
門
仏
。
無
量
寿
仏
、
蓮
華
部
受
用
智
慧
門

仏
也
。
不
空
成
就
仏
、
掲
磨
部
大
精
進
門
仏
。
此
四
仏
目
疋
自
受
用
身
。
賢

劫
十
六
尊
千
仏
、
是
他
受
用
身
。
二
十
天
、
是
等
流
身
。
(
『
輿
教
大
師
全

集
』
巻
上
・
=
=
五
1
一一一一」ハ)

こ
の
よ
う
に
、
覚
鍵
は
金
剛
界
の
五
部
と
諸
尊
の
関
連
性
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
『
教
時
義
』
に
よ
っ
て
、
胎
蔵
界
量
茶
羅
を
三
部
に
よ
っ
て
解
釈
し

て
い
た
の
と
同
様
に
、
『
筑
-
一
夜
略
釈
』
の
金
剛
界
理
解
に
関
し
て
も
、
結
局
の

と
こ
ろ
は
、
『
教
時
義
』
の
金
剛
界
会
の
五
身
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
『
教
時
義
』
巻
一
の
内
容
と
対
照
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

党
鎮
の
H

叉
茶
縦
思
想
に
ワ
え
た
安
然
教
学
の
影
響

O
『
教
時
義
』
巻
一

金
剛
界
会
五
部
諸
尊
総
為
二
五
身
」
仏

部
浄
妙
法
身
、
金
剛
部
金
剛
堅
固
自
性

身
、
宝
部
福
徳
荘
厳
身
、
蓮
華
部
受
用

智
慧
身
、
純
情
磨
部
作
変
化
身
。
此
四
身

是
自
受
用
身
、
賢
劫
血
管
属
是
他
受
用
身
、

二
十
天
是
等
流
身
。
大
日
如
来
内
証
コ

此
等
諸
身
」(

『
大
正
蔵
』
七
五
・
三
八
二
中
)

O
『
筑
-
一
夜
略
釈
』

此
金
剛
部
、
説
二
五
部
諸
尊
ベ
大
日
如

来
浄
妙
法
身
、
即
仏
部
也
。
阿
悶
仏
、

金
剛
部
菩
提
心
門
仏
。
宝
生
仏
、
即
宝

部
福
徳
門
仏
。
無
量
寿
仏
、
蓮
華
部
受

用
智
慧
門
仏
也
。
不
空
成
就
仏
、
淘
磨

部
大
精
進
門
仏
。
此
四
仏
是
白
受
用
身
。

賢
劫
十
六
尊
千
仏
、
是
他
受
用
身
。
二

十
天
、
是
等
流
身
。

(
『
興
教
大
師
全
集
』
巻
上
・
三
一
五
i
三

一・一ハ)

続
け
て
『
副

Ha略
釈
』
で
は
、
五
部
と
五
仏
、
及
ぴ
五
仏
の
教
理
内
容
の
関
係

性
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

諸
経
論
等
、
如
来
蔵
理
、
般
若
仏
母
、
諸
法
実
相
、
虚
空
仏
性
、
此
等
皆

大
日
加
来
異
名
也
。
諸
経
所
ν
説
普
賢
行
願
、
是
阿
悶
仏
菩
提
心
門
異
名
。

福
徳
荘
厳
法
門
、
是
宝
生
仏
異
名
也
。
智
慧
荘
厳
法
門
、
是
弥
陀
異
名
也
。

『
法
華
経
』
之
「
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
本
誓
満
足
」
之
説
、
釈
迦

如
来
不
空
成
就
仏
之
異
名
。
転
法
輪
菩
薩
・
不
動
明
王
、
大
日
化
。
普
賢

菩
薩
・
降
三
世
尊
、
阿
閑
化
。
虚
空
蔵
菩
薩
・
軍
茶
利
尊
、
宝
生
化
。
文
殊

師
利
・
大
威
徳
尊
、
弥
陀
化
。
金
剛
夜
叉
明
王
釈
迦
化
。
五
大
力
菩
薩
、
四

大
天
王
、
五
方
龍
神
等
、
皆
是
五
仏
変
身
、
利
生
異
形
也
。
五
十
塵
数
仏

者
、
利
益
普
旋
。
内
証
外
現
、
以
ν
不
ν
可
測
者
也
。
(
『
興
教
大
師
全
集
』

上
・
一
一
一
一
六
1
一一一一七

覚
鍵
は
「
如
来
蔵
理
」
・
「
般
若
仏
母
L

・
「
諸
法
実
相
」
・
「
虚
空
仏
性
」
を
す
べ

五-
Ji. 



て
大
日
如
来
の
異
名
と
し
、
そ
の
他
四
仏
に
つ
い
て
は
順
に
、
「
普
賢
行
願
・

菩
提
心
門
」
を
阿
悶
仏
、
「
福
徳
荘
厳
法
門
」
を
宝
生
仏
、
「
知
目
慧
荘
厳
法
門
L

を
阿
弥
陀
仏
、
一
切
衆
生
を
法
事
一
乗
に
誘
引
せ
し
め
る
『
法
華
経
』
の
本
懐

を
釈
迦
(
不
空
成
就
)
仏
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
の
教
理
的
役
割
を

も
っ
て
異
名
と
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
五
つ
の
異
名
の
う
ち
、
不
空
成
就
仏
の
箇
所
に
『
法
華
経
』
の

名
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
松
崎
氏
は
、
「
当
時
最
も
有
力
で
あ
っ
た

法
華
一
乗
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

⑬
 

興
味
深
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
覚
鎮
の
い
う
五
仏
の
異
名
が
、

や
は
り
こ
れ
も
安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
』
の
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
上
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
菩
提
心
義
抄
』

巻
五
「
行
願
門
余
問
答
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
、
此
五
仏
約
二
法
門
-
若
有
ニ
異
名
目
耶
。
答
。
・
:
中
略
:
・
若
別
言
ν
之

圃
幽
名
コ
性
海
果
分
4

閣
四
国
名
ニ
如
来
蔵
↓
岡
団
名
ニ
般
若
仏
母
ベ
岡
国

名
ニ
諸
仏
実
相
ベ
閣
圏
各
一
虚
空
仏
性
4

若
在
ニ
衆
生
-
名
ニ
見
富
羅
種
子
J

若
在
二
分
教
-
名
ニ
毘
仏
略
」
若
在
三
仏
地
一
名
ニ
昆
虚
遮
那
」
皆
是
大
日
如
来

異
名
也
云
云
『
大
方
広
荘
厳
経
』
釈
迦
成
道
欲
ν
転
ニ
法
輪
-
時
、
有
ニ
菩
薩
」

名
ニ
転
法
輪
J

即
以
ニ
輪
宝
一
奉
二
献
世
尊
」
世
尊
受
ν
之
持
転
ニ
法
輪
」
其
輪

唯
一
白
具
=
八
輔
」
以
ν
標
=
二
実
仏
智
具
ニ
八
法
身
」
是
大
日
尊
正
法
輪
身

云
云
『
金
剛
手
光
明
湛
項
経
』
中
、
不
動
明
王
是
毘
虚
舎
那
如
来
化
身
。

一
持
ν
之
後
生
生
不
ν
捨
。
行
者
設
令
下
世
累
未
ν
断
有
h
p

所
ニ
違
犯
-
明
王
亦

許
。
千
犯
千
悔
終
不
ニ
忘
捨
J

其
明
王
身
一
目
少
砂
。
『
義
釈
』
云
。
諸
仏

五
六

明
翠
唯
一
無
二
故
閉
二
目
二
五
一
五
是
大
日
尊
教
令
輪
身
云
云
若
ニ
諸
経
中

大
菩
提
心
堅
固
不
動
-
是
阿
閤
仏
異
名
云
云
若
『
華
厳
経
L

普
賢
行
願
是

金
剛
薩
撞
異
名
。
知
ニ
『
稔
献
経
』
一
吉
唯
此
仏
剃
尽
以
ニ
金
剛
自
性
清
浄
一

所
ν
成
密
厳
華
厳
。
以
エ
諸
大
悲
行
願
-
円
満
云
云
若
ニ
『
究
網
』
、
『
理
務
』

五
十
二
位
断
惑
証
理
-
是
降
三
世
異
名
。
如
二
『
瑞
紙
経
』
云
」
以
ニ
金
剛

光
明
遍
照
清
浄
不
染
種
種
業
用
、
方
便
加
持
-
救
ニ
度
有
情
一
演
エ
金
剛
乗
」

唯
一
金
剛
能
断
ニ
煩
悩
-
云
一
戸
若
ニ
諸
経
中
福
徳
荘
厳
諸
度
法
門
-
是
宝
生
仏

異
名
云
云
若
ニ
諸
方
等
大
集
経
」
十
方
菩
薩
集
会
説
ν
法
。
従
ニ
東
西
方
-

虚
空
蔵
菩
薩
来
。
是
宝
金
剛
異
名
一
五
云
若
『
大
濯
項
経
』
等
云
、
禅
提

比
丘
滅
後
楊
枝
泉
水
散
ニ
酒
病
者
一
除
ν
病
増
ν
福
。
是
甘
露
瓶
異
名
一
五
云
若
ニ

諸
経
中
智
慧
荘
厳
諸
度
法
門
-
固
定
無
量
寿
仏
異
名
。
知
ニ
天
台
云
」
以
ニ
阿

弥
陀
-
為
ニ
法
門
主
-
一
五
-
五
若
ニ
諸
般
若
文
殊
般
若
等
】
説
ニ
円
融
般
若
ベ
如
コ

『
五
仏
項
経
』
一
五
文
殊
日
疋
般
若
仏
母
。
是
金
剛
利
異
名
云
云
諸
般
若
等

六
通
六
度
利
益
六
道
。
如
ニ
大
威
徳
磯
伽
」
此
尊
六
足
以
表
三
六
度
六
通
利
コ

益
六
度
」
日
疋
焔
量
尊
異
名
云
一
五
若
ニ
諸
経
中
引
導
衆
生
皐
寛
成
仏
一
是
不
空

成
就
仏
異
名
云
云
若
司
法
華
』
中
如
下
我
昔
所
願
今
者
己
満
足
。
化
一
切

衆
生
皆
令
歩
入
ニ
仏
道
-
是
業
金
剛
異
名
云
云
:
・
中
略
・
:
又
『
無
行
経
』
食

欲
即
是
道
。
惹
痴
亦
復
然
。
如
ν
是
三
法
中
具
ニ
無
量
仏
法
J

若
人
求
ニ
仏

道
一
欲
v
断
三
食
嘆
痴
J

是
人
去
ニ
仏
道
一
嘗
如
ニ
天
与
地
」
是
金
剛
薬
叉
異
名

五
五
(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五
五
三
中
1
五
五
四
上
)

覚
銀
が
大
日
如
来
の
異
名
を
称
え
た
四
つ
の
理
に
関
し
て
は
、
台
密
教
学
に
於

け
る
顕
密
二
教
判
の
中
、
唯
理
秘
密
教
の
範
曙
内
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、



ま
た
五
時
教
判
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、

阿
合
時
を
除
い
た
余
の
四
時
と
対
応

関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
覚
鍵
は
、
諸
経
論
の
教
理
内
容
と

金
剛
界
五
仏
と
の
相
互
関
係
を
、
台
密
教
判
に
則
っ
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
覚
鍵
自
身
は
、
寸
当
時
最
も
有
力
で
あ
っ

た
法
華
一
乗
を
意
識
し
て
い
た
」
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
、

『
菩
提
心
義
抄
』
か

ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、

必
然
的
に
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
見
る
ほ
う
が
、

穏
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
覚
鎮
の
仏
・
菩
薩
・
明
王
の
三
尊
形
態
に
つ
い
て
は
、
北
方
の
業
金

剛
を
欠
く
も
の
の
、
他
の
四
方
の
諸
尊
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
『
菩
提

心
義
抄
』
と
大
方
一
致
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
み
ら
れ
る
諸
尊
に
つ
い
て
は
、

⑬
 

五
仏
為
本
の
二
輪
身
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
右

の
波
線
部
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
安
然
は
転
法
輪
菩
薩
と
不
動
明
王
を
そ
れ

ぞ
れ
、
大
日
如
来
の
正
法
輪
身
・
教
令
輪
身
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
安
然
の
二

輪
身
説
が
覚
鎮
に
与
え
た
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
覚
鐸

四
十
七
歳
に
当
た
る
永
治

八
月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月

@
 

二
十
二
日
の
三
ヶ
月
間
に
亘
っ
て
聞
か
れ
た
伝
法
会
で
の
講
義
内
容
で
あ
る
、

(
一
一
四
一
)
年
、

「
十
住
心
論
談
義
」
(
『
打
開
集
』
所
収
)
を
み
る
と
、
三
身
そ
れ
ぞ
れ
に
正
法
輪

身
と
教
令
輪
身
の
二
輪
身
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

又
云
、
自
性
・
受
用
・
変
化
之
三
身
、
各
有
ニ
正
法
輪
・
教
令
輪
二
身
」

此
二
身
即
是
等
流
身
也
。
等
流
身
遍
ニ
三
身
」
例
如
三
掲
磨
身
遍
エ
三
量
茶

羅
ベ
九
種
住
心
、
各
有
ニ
秘
密
趣
ベ
是
即
等
流
身
也
。

A
口
ニ
前
二
身
-
為
ニ
自

性
身
」
合
二
後
二
L

身
J

為
二
変
化
身
J

変
化
身
九
界
能
化
也
。
等
流
身
九

党
鎮
の
受
茶
維
思
想
に
与
え
た
安
然
教
学
の
影
響

界
随
類
身
也
。
故
A
口
為
二
身
」
(
『
興
教
大
師
全
集
』
上
・
五
六
O
)

覚
鑓
は
自
性
・
受
用
の
両
身
を
自
性
身
に
、
変
化
・
等
流
の
二
身
を
変
化
身
と

理
解
し
、

四
種
身
を
二
種
身
と
み
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
が
、
加
え
て
正
法

輪
身
と
教
令
輪
身
の
二
輪
身
を
、
四
種
身
の
う
ち
の
等
流
身
と
す
る
特
異
な
仏

身
観
を
建
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
九
界
の
随
類
身
で
あ
る
等
流
身
を
、
二
輪

身
思
想
に
よ
っ
て
把
捉
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
菩
提
心
義
抄
』
巻
四
「
三

摩
地
門
行
相
」
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
。
菩
提
樹
下
大
日
化
身
亦
有
二
三
十
七
尊
互
相
渉
入
J

答
。
果
地
三
十

七
尊
自
在
二
五
種
J

「
同
惟
陣
巳
汁
比
に
:
・
中
略
・

:
E同
院
阿
巳
汁
比
げ

・
:
中
略
・
:
巨
陥
没
胤
同
岡
山
出
:
・
中
略
:
・
岡
岡
山
問
問
問
出
。
如
『
守
護

経
』
釈
迦
所
説
。
金
剛
城
中
図
二
三
十
七
尊
二
五
一
五
。
園
開
閣
制
同
州
国
。

如
三
司
会
剛
頂
漁
伽
経
』
中
五
仏
各
現
=
ニ
輪
↓
五
大
菩
麗
是
正
法
輪
、
五

大
念
怒
是
教
令
輪
。
如
ユ
五
仏
-
者
一
切
皆
然
。
:
・
中
略
:
・
故
知
、
菩
提
樹

下
空
中
化
仏
亦
有
三
三
十
七
尊
互
相
渉
入
ベ
(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五
二
四

下
)

安
然
は
、
金
剛
界
三
十
七
尊
が
自
性
身
、
自
他
受
用
身
、
変
化
身
、
等
流
身
の

五
身
そ
れ
ぞ
れ
に
渉
入
す
る
様
子
を
明
か
す
中
、
等
流
身
と
三
十
七
尊
の
関
係

を
示
す
上
で
、

正
法
輪
と
教
令
輪
の
二
輪
身
を
説
き
、
こ
の
二
輪
身
に
も
三
十

七
尊
が
具
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
安
然
は
こ
こ
で
、
二
輪
身
を
等
流
身
と

明
言
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
覚
鍵
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
原
意
は
、
右
の

内
容
か
ら
も
あ
る
程
度
は
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

覚
鍍
と
い
え
ば
、
奥
州
東
大
寺
君
と
の
関
係
上
か
ら
、
三
輪
身
思
想
の
形
成

五
日七



過
程
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
う
学
匠
で
あ
る
が
、
覚
鍍
教

学
に
於
い
て
も
、
安
然
が
示
し
た
五
仏
為
本
の
二
輪
身
思
想
か
ら
の
影
響
が
垣

間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

『.，
q
創
刊
界
秘
事
』
に
於
け
る
両
部
長
茶
羅
観

次
に
、
『
・
一
賓
筑
界
秘
事
』
に
つ
い
て
少
し
く
言
及
し
て
お
き
た
い
。
赤
松
氏

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
書
も
い
わ
ば
、
覚
鎮
の
両
部
皇
茶
羅
観
を
知
る
こ
と

@
 

の
で
き
る
文
献
と
評
さ
れ
よ
う
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
若
干
の
問
題
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
『
・
苛
烈
界
秘
事
』
で
は
、
両
部
量
茶
羅
に
於
け
る
諸
尊
の
配
当
を

説
く
面
に
於
い
て
、
金
側
界
を
五
部
、
胎
蔵
界
を
三
部
と
み
て
お
り
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
密
教
教
学
の
基
調
で
あ
る
か
ら
、
特
に
問
題
視
す
る
必
要
性
は
な

い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
な
の
は
金
剛
界
の
仏
部
・
宝
部
・
金
剛
部
・

蓮
華
部
・
掲
膳
部
の
五
部
と
諸
尊
の
関
係
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
・
苛
烈
界
秘
事
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

金
剛
界
立
ニ
五
部
J

五
部
各
有
ニ
五
部
-

仏
部
毘
虚
遮
那
。
仏
部
主
故
無
ν
母
。
般
若
菩
薩
、
不
動
尊
為
ニ
明
王
」

金
剛
部
阿
関
金
剛
部
主
、
金
剛
波
羅
蜜
為
ν
母
。
金
剛
薩
唾
、
降
三
世

為
ニ
明
王
」

r.. 
玉

部

宝
生
宝
部
主
、
宝
波
羅
蜜
為
ν
母
。
金
剛
蔵
菩
薩
、
軍
茶
利
為

明
王
寸蓮
華
部
観
自
在
王
蓮
華
部
主
、
法
波
羅
蜜
為
ν
母
。
文
殊
師
利
大
威
徳

為
ニ
明
王
J

五
八

掲
磨
部
不
空
成
就
掲
磨
部
主
、
掲
磨
波
羅
箆
為
ν
母
。
金
剛
牙
金
剛
夜

叉
為
ニ
明
王
イ

胎
蔵
界
立
ニ
三
部
」
三
部
各
有
二
三
部
」

大
日
如
来
為
ν
、
玉
、
虚
空
眼
為
ν
母
。
無
能
勝
為
ニ
明
妃
一
不
動

仏
部

尊
為
-
-
念
怒
」

蓮
華
部
観
自
在
為
ν
主
、
白
衣
観
音
為
ν
母
。
多
羅
菩
薩
為
ニ
明
妃
J

烏

頭
為
二
分
山
怒
」

金
剛
部
金
剛
手
為
ν
主
、
忙
芥
鶏
為
ν
母
。
金
剛
孫
那
為
ニ
明
妃
一
軍
茶

利
為
ニ
念
怒
」
(
『
興
教
大
師
全
集
』
上
・
三
二
九
1
三
三
O
)

こ
こ
で
は
金
剛
界
は
五
部
、
胎
蔵
界
は
三
部
そ
れ
ぞ
れ
を
建
立
し
、
五
仏
・
五

菩
薩
・
五
大
明
王
の
三
尊
形
式
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
『
-
一
夜
筑
界
秘
事
』
の

こ
の
よ
う
な
両
部
量
茶
羅
観
に
つ
い
て
は
、
『
副
H
r
司
略
釈
』
と
は
異
な
り
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
前
掲
の
『
秘
蔵
記
L

に
類
似
し
た
量
茶
羅
観
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、

と
も
す
れ
ば
覚
鍵
の
呈
茶
羅
観
が
『
在
筑
界
秘
事
』
と
『
副

Ha略

釈
』
の
両
撰
述
時
期
に
於
い
て
、
そ
の
思
想
的
変
遷
が
あ
っ
た
も
の
と
把
捉
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
も
し
く
は
覚
鍍
教
学
の
多
様
性
の
一
端
を
示
す
も
の

と
も
換
言
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
金
剛
界
を
五
部
、
胎
蔵
界
を
三
部
と
す
る

右
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
頼
瑞
(
一
二
二
六
1
一
三

O
四
)
の
『
薄
草

子
口
決
』
「
仏
眼
」
を
聞
い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
。
仏
眼
何
部
部
母
乎
。
答
。
御
口
云
。
胎
蔵
有
二
三
部
母
J

金
界
有
二
五

部
母
J

仏
眼
目
疋
総
母
也
云
云
。
大
師
『
宗
秘
論
』
云
。
第
一
見
虚
尊
仏
眼



為
二
部
母
」
金
輪
非
ニ
明
王
一
不
動
大
念
怒
、
無
能
勝
作
ニ
明
妃
一
名
目
ニ
加
古
木

部
刊
第
二
阿
弥
陀
大
日
為
二
部
母
」
馬
頭
大
明
王
輔
語
釣
念
怒
多
羅
為
ニ
明

妃司

O
名
属
ニ
蓮
花
部
イ
第
三
阿
閑
尊
歴
歴
鶏
日
疋
ν
母
。
孫
婆
大
明
玉
、
軍

茶
利
大
念
怒
那
利
為
ニ
明
妃

J
O並
為
ニ
金
剛
部

J
三
部
三
昧
耶

O
説
ν
三

不
ν
説
ν
五
文
『
小
野
記
』
云
。
仏
部
鹿
空
眼
為
ν
母
、
蓮
花
部
白
衣
観
音

為
ν
母
。
金
部
如
ニ
『
御
作
』
一
也
。
小
野
僧
正
『
副
州
安
秘
記
』
云
。
仏
部
、

毘
庫
遮
那
仏
部
主
。
故
無
ν
母
、
般
若
菩
龍
・
不
動
尊
為
ニ
明
主
4

金
剛
部
、

阿
悶
噂
金
間
部
主
。
金
剛
波
羅
蜜
為
ν
母
、
金
剛
薩
極
・
降
三
世
為
=
明
王
4

宝
部
、
宝
生
宝
部
主
。
宝
波
羅
蜜
為
ν
母
、
金
剛
蔵
書
龍
・
寧
陀
利
為
ニ
明

王
↓
蓮
花
部
、
観
自
在
蓮
花
部
主
。
法
波
羅
蜜
為
ν
母
、
文
殊
・
大
威
徳

為
ニ
明
王
4

掲
磨
部
、
不
空
成
就
掲
磨
部
主
。
掲
磨
波
羅
蜜
為
ν
母
、
金
剛

牙
・
金
剛
夜
叉
為
ニ
明
王
-
文
(
『
大
正
蔵
』
七
九
・
一
八
二
下
l
一
八
三
上
)

こ
こ
に
は
小
野
僧
正
の

と
い
う
記
述
が
確
認
さ
れ

頼
瑞
は
空

『副
H

X
司
秘
記
』

海
の
『
五
部
陀
羅
問
答
偏
讃
宗
秘
論
』
す
な
わ
ち
『
宗
秘
論
』
と
、

小
野
僧
正
、

つ
ま
り
仁
海
の
『
創
刊
《
秘
記
』

の
内
容
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
小
野
僧

正
の
『
烈
賓
秘
記
』
と
、
覚
鍵
の
『
・
賓
一
刻
界
秘
事
』
の
内
容
が
金
胎
両
部
と
も

合
致
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
よ
っ
て
、
頼
瑞
の
示
唆
に
依
る
の
で
あ
れ
ば
、

『
-
一
苛
烈
界
秘
事
』

の
内
容
と
、
仁
海
の
『
烈
喧
秘
記
』
と
の
聞
に
は
、
あ
る
種

の
思
想
的
影
響
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
苫
米
地
氏
は
覚
鎖
の
本
地
無
相
法
身
観
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、

金
剛
界
の
仏
を
自
受
用
身
、
胎
蔵
界
の
仏
を
他
受
用
身
と
す
る
『
夜
気
界
秘

事
』
の
内
容
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
「
東
密
の
一
般
的
な
立
場
と
一

党
鎮
の
且
叉
茶
羅
思
想
に
与
え
た
安
然
教
学
の
影
響

致
し
な
い
特
異
な
も
の
で
、
覚
鍵
の
撰
述
に
も
他
に
見
る
事
は
出
来
な
い
」
と

い
う
よ
う
に
、
『
・
一
苛
烈
界
秘
事
』
に
て
展
開
さ
れ
る
教
義
内
容
が
、
覚
鍵
の
他

の
著
作
と
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
『
-X
『
烈
界
秘

事
』
に
つ
い
て
は
、
や
や
も
す
れ
ば
真
偽
問
題
に
も
関
わ
る
要
素
が
み
ら
れ
る

為
、
『
-
苛
烈
界
秘
事
』
に
於
け
る
量
茶
羅
観
を
も
っ
て
し
て
、
こ
れ
を
即
座
に

覚
鎮
の
説
と
見
な
す
の
は
、
慎
重
を
要
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

小
峰
氏
は
、
両
部
畳
茶
羅
と
四
種
法
身
説
の
関
係
性
及
び
、
覚
鍵
の
胎
蔵
界

周
回
瓦
茶
羅
の
背
景
思
想
を
『
秘
蔵
記
』
に
求
め
て
い
た
が
、
以
上
の
検
討
結
果
か

ら
、
大
方
は
安
然
説
の
継
承
、
も
し
く
は
敷
桁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と

み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
大
日
経
疏
』
か
ら
の
影
響

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
直
接
依
用
す
る
部
分
が
見
ら

れ
る
の
も
確
か
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
や
は
り
安
然
教
学
に
於
け
る

『
大
日
経
疏
』
(
『
義
釈
』
)
理
解
を
起
点
と
し
、

そ
こ
か
ら
受
容
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
筒
所
が
あ
る
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、

中
台
八
葉
の
諸
尊
を
「
八
大
法
身
」
と
明
言
し
て
い
る
点
が
、
そ
の
証
左
と
な

ろ、フ。松
崎
氏
は
、
覚
鎮
の
両
部
量
茶
羅
観
を
通
じ
て
「
平
安
末
期
と
い
う
時
代
的

背
景
の
中
に
お
い
て
、
当
時
の
日
本
仏
教
界
に
お
け
る
最
も
有
力
な
る
法
華
・

華
厳
の
両
一
乗
と
金
剛
一
乗
す
な
わ
ち
真
言
密
教
と
を
厳
格
に
区
別
し
、
天
台

宗
が
著
し
く
密
教
化
す
る
な
か
に
お
い
て
空
海
の
教
学
の
密
教
化
を
一
段
と
進

li 
1L 
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め
」
た
と
結
語
し
て
い
た
。
無
論
、
覚
鍵
の
教
学
形
成
の
一
背
景
に
は
、
空
海

の
教
学
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
否
定
す
る
訳
で

は
な
い
。
但
し
、
覚
鎮
の
量
茶
羅
観
を
見
る
限
り
で
は
、
「
空
海
教
学
の
密
教

化
の
促
進
」
、
も
し
く
は
そ
の
「
徹
底
化
」
を
意
図
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

く
、
密
教
教
理
の
中
に
法
華
一
釆
や
天
台
教
学
を
包
摂
し
た
台
密
説
を
如
何
に

し
て
意
義
付
け
る
か
と
い
う
点
に
、
そ
の
中
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
覚
鍵
が
採
っ
た
方
法
こ
そ
が
、
安
然
を
含
む
台
密
説
の
受
容
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
覚
鍵
は
、
安
然
の
教
学
を
あ
く
ま
で
も
密
教
史
上
に
於
け
る
、

一
密
教

僧
の
教
説
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
態③
 

度
は
、
安
然
が
空
海
教
学
の
受
容
に
よ
っ
て
自
ら
の
教
学
を
形
成
し
た
態
度
と
、

い
わ
ば
同
意
趣
の
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

覚
鍵
の
受
容
態
度
は
極
め
て
柔
軟
な
姿
勢
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
こ
れ

は
覚
鍍
と
同
時
期
の
学
匠
で
あ
り
、
同
じ
く
台
密
教
学
か
ら
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
、
空
海
教
学
を
篤
志
し
、
台
密
を
含
め
た
余
宗
の
教
理
内
容
を
痛
烈
に
批

判
し
た
信
証
(
一

O
八
六
i
一
一
四
一
乙
や
実
範
(
一

O
八
九
i
一
一
四
四
)
の

学
的
態
度
と
も
ま
た
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

苫
米
地
氏
は
覚
鍵
と
安
然
説
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
教
時
義
』
と
の
一
致
を

強
く
主
張
し
て
い
た
。
本
稿
の
発
揮
点
も
、
氏
の
示
唆
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
結
果
か
ら
、
覚
鍵
教
学
で
は
『
菩
提
心
義
抄
』
も
重

要
な
住
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
か
ら
の
影

響
力
は
量
茶
羅
観
の
み
な
ら
ず
、
三
輪
身
思
想
に
代
表
さ
れ
る
、
諸
尊
統
合
の

理
論
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
院
政
期
を
含
む
、
初
期
の
東

O 

密
教
学
の
諸
相
と
そ
の
特
徴
を
解
明
す
る
上
で
は
、
今
後
よ
り
一
層
、
台
密
教

学
と
の
関
連
性
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、

し
か
も
細
部
に
亘
っ
て
考
察
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註①
『
副

Ha界
呈
茶
羅
略
釈
』
の
仁
平
写
本
に
よ
る
と
本
書
に
は
『
二
輪
円
徳

抄
』
、
『
両
界
抄
』
、
『
両
部
品
又
茶
羅
功
徳
略
抄
』
の
三
本
の
外
題
が
あ
る
と
い
う
。

②
小
峰
弥
彦
「
輿
教
大
師
の
受
茶
羅
観
ご
)

L

(

『
興
教
大
師
覚
鍵
研
究
』
・
春

秋
社
・
一
九
九
三
年
)

③
『
弘
法
大
師
全
集
』
二
・
九

④
『
秘
蔵
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
。
法
身
・
応
身
・
化
身
・
等
流
身
。
此
四
種
身
者
為
二
身
所
具
一
為
三

各
各
出
ニ
生
此
四
種
身
-
耶
。
答
。
一
身
之
所
互
皆
具
足
。
皆
従
二
法
門
-

出
現
。
問
。
然
者
此
四
種
法
身
於
二
塁
茶
鳳
雄
一
何
等
其
身
。
答
。
中
台
見
雌

遮
那
為
-
司
法
身
J

四
仏
為
ユ
応
身
一
釈
迦
為
ニ
化
身
J

外
金
剛
部
龍
鬼
等
為
コ

等
流
身
」
(
『
弘
法
大
師
全
集
』
二
・
四
一
一
)

『
弘
法
大
師
全
集
』
二
・
四
八
l
四
九

『
大
日
経
疏
』
巻
三
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
此
中
妙
法
蓮
花
漫
茶
羅
義
。
見
慮
遮
那
本
地
常
心
。
即
日
疋
叢
エ
口
具
体
。

四
仏
四
菩
薩
。
隈
醐
果
徳
。
如
=
衆
実
倶
成
」
十
世
界
微
塵
数
金
剛
密
慧
差

別
智
印
、
猶
如
ニ
華
葉
J

十
世
界
微
塵
数
大
悲
万
行
波
羅
密
門
、
猶
如
ニ
華

蔵
↓
三
采
六
道
無
量
応
身
、
猶
知
ニ
根
茎
条
葉
発
陣
相
関
」
以
ニ
如
ν
日
疋
衆
徳

輪
円
周
備
-
故
、
名
-
漫
茶
緩
-
也
。
然
以
ニ
如
来
加
持
一
故
、
従
ニ
仏
菩
提
自

証
之
徳
一
現
二
八
薬
中
胎
蔵
身
一
従
ニ
金
剛
密
印
日
現
=
第
一
重
金
剛
手
等
諸

内
春
属
一
従
ニ
大
悲
万
行
一
現
エ
第
二
重
摩
詞
薩
壇
諸
大
谷
属
一
従
エ
並
同
門
方

便
一
現
ニ
第
三
重
一
切
衆
生
喜
見
随
類
之
身
」
若
以
ニ
輪
王
濯
項
-
方
ν
之。

則
第
三
重
如
三
万
国
君
長
」
第
二
重
如
ニ
朝
廷
百
撲
J

第
一
重
一
如
-
一
宗
校
内
弼
J

中
胎
如
コ
垂
扶
之
君
」
(
『
大
正
蔵
』
三
九
・
六
一

O
上
1
中
)

⑥⑤  



⑦
『
大
正
蔵
』
三
九
・
六
二
五
中

⑧
松
崎
恵
水
「
国
交
茶
緩
観
」
(
『
平
安
密
教
の
研
究
』
「
第
七
章
興
教
大
師
覚
鍍
の

教
学
・
第
八
節
」
・
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二

O
O
二
年
)
参
照
。

⑨
赤
松
祐
道
「
興
教
大
師
覚
鍍
の
量
茶
羅
観
に
つ
い
て
」
{
『
智
山
学
報
』
五
三

号
及
び
『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
三
二
口
写
会
同
号
・
二

O
O
四
年
)

⑩
苫
米
地
誠
一
「
興
教
大
師
覚
鎮
の
教
主
義
に
つ
い
て
②
|
本
地
法
身
と
四
種

法
身
|
」
{
『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
号
・
一
九
九
二
年
)

⑪
但
し
、
胎
蔵
界
の
西
北
に
配
当
さ
れ
る
菩
薩
は
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
。

⑫
但
し
、
一
般
的
な
解
釈
(
『
大
日
経
疏
』
・
『
義
釈
』
)
と
し
て
、
胎
蔵
界
の
酋

方
に
位
置
す
る
仏
は
「
無
量
寿
仏
」
で
あ
る
。

⑬
六
大
法
身
や
五
種
法
身
に
つ
い
て
は
、
党
鎮
の
諸
著
作
中
に
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
例
、
え
ば
、
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
「
第
二
正
入
秘
密
真
言

門
」
・
「
九
字
九
日
間
往
生
門
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

復
次
法
身
有
二
五
種
寸
前
四
身
井
法
界
身
故
。
畳
茶
羅
有
=
五
種
」
前
四
聖

加
ニ
法
界
呈
茶
羅
-
故
。
『
聖
位
経
』
偽
日
。
自
性
及
受
用
、
変
化
井
等
流
、

仏
徳
三
十
六
、
皆
同
三
自
性
身
A

井
法
界
身
故
。
成
ニ
三
十
七
-
也
。
又
『
礼

儀
経
』
。
自
性
身
外
立
三
法
界
身
」
依
ニ
此
等
証
文
一
四
身
之
外
有
-
司
法
界
身
」

法
界
身
者
六
大
法
身
。
(
『
興
教
大
師
会
集
』
下
・
一
一
ム
ハ

0
1
一
二
ハ
一
)

ま
た
、
加
藤
精
一
氏
は
覚
鍍
の
五
種
法
身
の
形
式
が
、
安
然
の
『
教
時
義
』
の

内
容
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
藤
精
一
「
六
大
法
身
の
沿

革
」
(
『
日
本
密
教
の
形
成
と
展
開
』
・
春
秋
社
・
一
九
九
四
年
)

⑪
尚
、
大
正
蔵
本
の
『
只
予
主
抄
』
は
高
山
寺
蔵
本
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、

『
高
山
寺
経
蔵
典
籍
文
書
目
録
』
巻
一
二
(
九
三
四
上
)
に
も
、
本
文
と
同
様
の
奥

書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑮
『
諸
宗
章
疏
録
』
に
は
「
八
法
身
記
一
巻
亦
一
五
ユ
曳
茶
緑
紗
-
千
心
。
」
(
『
大
日
本
仏

教
全
書
』
一
「
仏
教
書
籍
目
録
第
ご
・
一
七
四
下
)
と
あ
る
。

⑬

『
H

叫
守
主
抄
』
全
文
を
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
本
書
は
『
菩
提
心
義
抄
』

巻
三
(
『
大
正
蔵
』
七
五
・
五

O
七
上
i
五
二

O
下
に
該
当
)
を
完
全
に
下
敷
き

と
し
て
撰
述
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
完
全
な
る
謄

党
銀
の
受
茶
羅
思
想
に
与
え
た
安
然
教
学
の
影
響

写
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
恋
意
的
な
操
作
を
随
所
に
働
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
最
た
る
例
を
挙
げ
る
と
、
安
然
が
天
台
教
学
の
与
奪
三
論
の
う
ち
、
与
論

を
用
い
て
密
教
と
天
台
円
教
の
同
等
性
を
示
唆
す
る
部
分
に
対
し
て
は
、
「
与

論
」
の
内
容
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
真
言
教
を
優
位
に
置
く
立
場
が
示
さ
れ
る

よ
う
に
改
変
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑪
ま
た
、
安
然
は
『
教
時
義
』
巻
三
に
於
い
て
も
、
『
不
空
鶏
索
経
』
の
内
容
か

ら
三
身
一
体
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、
同
時
に
真
言
宗
の
教
主
観
と
し
て
、
四

身
互
具
四
身
の
立
場
を
宣
揚
し
て
い
る
。

A
Y
真
言
宗
意
云
、
四
身
互
具
=
四
身
」
是
故
呼
ニ
自
性
身
-
則
四
身
皆
自
性
身
、

呼
=
受
用
身
一
則
四
身
皆
受
用
身
、
呼
ニ
変
化
身
-
則
四
身
皆
変
化
身
、
呼
ニ
等

流
身
-
則
四
身
皆
等
流
身
。
何
者
、
真
如
之
理
法
界
為
ν
体
。
若
自
性
身
無
ニ

余
身
-
理
則
非
=
広
博
法
界
之
理
」
受
用
之
智
受
=
用
法
界
」
若
受
用
身
無
二

余
身
-
智
則
非
ニ
広
博
受
用
之
智
」
変
化
之
用
変
ニ
化
法
界
」
若
変
化
身
無
エ

余
身
-
用
則
非
ニ
広
博
変
化
之
用
4

等
流
之
事
等
ニ
流
法
界
ベ
若
等
流
身
無
三

余
身
-
事
則
非
ニ
広
博
等
流
之
事
寸
故
『
不
空
縞
索
経
』
云
。
三
身
一
体
皆

平
等
見
虚
遮
郎
自
性
身
。
准
而
可
ν
云
=
三
身
一
体
皆
平
等
毘
虚
遮
那
受
用

身
、
変
化
身
、
等
流
身
等
-
也
。
此
与
ニ
天
台
三
身
倶
体
倶
用
-
大
向
。
(
『
大

正
蔵
』
七
五
・
四
二

O
上
1
中
)

⑬
松
崎
恵
水
『
前
掲
室
田
』
参
照
。

⑬
安
然
教
学
に
於
け
る
二
輪
身
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
然
教
学
に
於
け

る
仏
身
観
|
三
輪
身
と
の
関
連
を
中
心
に
|
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五

五
巻
第
一
号
・
二

O
O
六
年
)
、
コ
ニ
輪
身
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
仏
教

学
研
究
』
第
六
四
号
・
二

O
O
七
年
)
参
照
。

@
『
打
開
集
』
外
題
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

永
治
元
年
八
月
廿
五
日
、
於
三
豊
福
寺
】
被
ν
修
伝
法
会
打
開
集
初
日
(
『
興

教
大
師
全
集
』
上
・
五
五
三
)

ま
た
、
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

永
治
元
年
十
一
月
廿
二
日
伝
法
会
十
住
心
論
談
了
(
『
興
教
大
師
全
集
』

上
・
五
六
三
)

F、



ムノ、

@
赤
松
祐
道
「
前
掲
論
文
」
参
照
。

@
松
崎
恵
水
『
前
掲
書
』
参
照
。

@
安
然
の
空
海
説
の
受
容
態
度
に
つ
い
て
は
大
久
保
良
峻
寸
安
然
と
空
海
」

(
『
台
密
教
学
の
研
究
』
法
蔵
館
・
二

O
O
四
年
)
参
照
。




